
 

 

 

 文部科学省は高校の国語では、取扱説明書や契約書や報告書などのような、「説明的な文章」を優先して教えるように指示し、教科書から小説などの「文学的な文章」を減らすように指導しています。しかし、高校の国語の先

生たちは、そもそも「文学」が好きな人が多いため、政府の意向に反して「たくさんの小説を掲載している高校の教科書」が多くの高校で採用され、一人勝ちの状況になっているという記事です。そして今日 2022年１月 22日の

時点では大学統一試験が終わっているのですが、今年は「小説」が一番たくさん出題されたそうです。皮肉と言うか滑稽というか、高校の国語の先生の気持ちを無視した、文部科学省の指導に、高校の先生たちが怒りを感じた形

での統一試験の出題傾向だったのです。「人の心」を探求する小説を軽んじる政治家や官僚たちが、如何に馬鹿で傲慢であるかを理解してください。文学そして音楽や絵画を楽しまないで、人生を楽しむことなどできないのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASSETS OF OUR LIVES 2021年 12月 27日 第 35巻 33号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

現代が学べる 志 成 館 

【下】最近は特攻隊や山本五十六などの軍人などを賛美する

ようなテレビ番組がとても多くなりました。これは日本が戦

争する準備を始めたということです。恐ろしいことです。 

【右】戦争中は日本に協力

したものの、戦後は、日本

からも韓国からも冷たく扱

われた「在日韓国人」の不

条理に対する怒りの投書で

す。日本人として、日本が

保護するべきでしょう。 

【左】「幸せになるための

思考方法」でも紹介したギ

リシャの哲学者プラトンの

こと真に関する毎日新聞の

記事です。丁寧に読みませ

んか？そしてできたら 

「知」を愛する人間に成長 

してください。 

記事の内容は、日本大学の

トップで、かつてスポーツ

マンとして頑張っていた田

中英寿理事長が、大学を利

用してお金儲けに走ったと 

いうものです。 
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【下】男中心の社会では、女性に対するハラスメントがなくならないという記事です。色々な法律を作って、政府や企業

や一般の社会システムの中で、女性の管理職の割合を増やすようにすることが先決問題でしょう。そして出産後の地位の

安定の確保が同時に必要になります。それにしても、館長は男ですので「酒席」でよく目にするのですが、変態で傲慢で

時代を理解しようともしない男が多いのにはあきれ果てます。「人権感覚」が全く身についていないのです. 

【上】古い本ですが、この本が出た時以来、この

本に記述してあるような、世界の経済システムを

破壊する世界になってしまいました.確かにマクド

ナルド便利なのですが、このようなシステムがど

のような弊害を社会にもたらしているのかを考え 

てみませんか？ 

ちなみにこの本を書いたエリック・シュローサー

氏は最近「核は暴走する」という著書で、核戦争 

の現実の可能性を指摘している人です。 

【下】沖縄県名護市の海の埋め立てに反対する人たちの抗議活動です.ただ、2022年 1月 23日の名護市長の

選挙では、埋め立てに賛成する人たちの方が多いことが選挙の結果になりました。正義ないし環境そして人間

の尊厳を求めるのかそれともお金を求めて豊かな生活を求めるかの判断は厳しく難しいものなのでしょう。 【右】いじめの裁判で、学校側が負けたという記事です。

結果として学校を運営する北九州市が 2800万円の賠償金

を支払わなくなりました。そこで質問ですが「どうして

先生や学校や教育委員会がいじめを隠すのか」がわ

かりましたか？そうなのです、多数のいじめが認め

られると、学校を管理する責任がある国や県や市は

莫大な賠償金を、いじめられた生徒や保護者に、支

払わなくてはならなくなるから、いじめがあること

を認めようとしないのです.いじめに対して、裁判所が

今回のような「まともな判決」をすれば、悪質ないじめ

は、少しは減るでしょう。ちなみに、このような学校の管

理者に対するだけではなく、いじめの加害者本人そし

て保護者等の親にも損害賠償はできます。現実に、

加害者である同級生に対しての損害賠償の裁判が係争中で 

す。もちろん、他者の人生を奪っているのですから、相当額

の賠償金の請求がなされています。 


